
令和５年度地域公共交通確保維持改善事業第三者評価委員会

趣旨

地方運輸局等が地域公共交通確保維持改善事業（以下「確保維持事業」という。）の二次評価を実施する
に当たり、本会議を通じて学識経験者等から助言を受け、確保維持事業の事後評価を充実し、地域におけ
る確保維持事業の取り組みが効果的・効率的に推進されることを目的として、地域公共交通に知見を有す
る学識経験者等の有識者委員と運輸局委員で構成し設置するもの。

概要

日時：令和６年２月２０日（火） １３：００～１７：１０
場所：オンラインでの実施
委員 （敬称略、五十音順） 髙山純一（公立小松大学大学院） ※座長

佐野可寸志（長岡技術科学大学大学院）
髙瀬達夫（信州大学工学部）
西館有沙（富山大学教育学部）
栁澤吉保（長野工業高等専門学校）
吉田 樹 （福島大学人文社会学群）

審議案件

①地域間幹線系統確保維持事業（新潟県地域公共交通活性化協議会）
②地域内フィーダー系統確保維持事業（魚津市公共交通活性化会議）
③地域公共交通調査等事業（茅野市・原村地域公共交通活性化協議会）
④地域公共交通バリアフリー化調査事業（小千谷市移動円滑化促進協議会）
⑤新モビリティサービス推進事業（長岡市都市地域公共交通協議会）
※離島航路事業（へぐら航路株式会社を予定していたが、令和６年能登半島地震により中止）



＜①地域間幹線系統確保維持事業添付資
料＞

○ 地域間幹線系統と各自治体の支線の
関係について、各自治体との地域交通
ネットワークの連携や、地域間幹線系統
と接続していない自治体との広域的な連
携について取り組んでいくことが重要。

○ 高速バスを幹線系統にするという取り
組みは良いと考える。高速バスのブラン
ディング効果の検証も行っていくことが必
要。

○ ホームページについてQ＆Aに車椅子
の乗車について記載があるが、バリアフ
リーに関する情報がしっかりと記載されて
いない。利用者を広げるためにも待合所
がバリアフリー化しているか、杖を使用さ
れている方が乗れるような仕様になって
いるか等の記載していくことが必要。

○ 東京～新潟などの県外高速バスはかな
りの数が走っていると思う。今後、難しい
部分ではあるが長距離バスの活用につ
いて、議論していくことが必要。

委員御指摘概要
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＜②地域内フィーダー系統確保維持事業添付資料＞

○ 小学生・中学生・高校生の利用者数を収集しているがこれだけでは通学で利用しているのか、それ以外の理由で使
用しているのか分からないので、どんな目的で利用しているかを確認することが重要。

○ 利用者が事前予約をしなければならない区間があり、松倉ルートでは全利用者の１／３の人が事前予約を行ってい
る。予約をしなければならないという手間が利用者の減少に繋がっている可能性があり、状況を把握することが必要。

○ 色々な路線が重なっているので、朝夕は駅等を目的地と一本で繋ぐとしても、利用者の少ないところや中心市街地
は、循環バスで回すなど整理を行うことが必要。

○ 事業効果として学生の利用が多く、朝は利用が多いが帰路は少ない事になっている。部活動の終わりの時間帯の
把握など、帰宅に適したダイヤの設定・検証していくことが必要。

委員御指摘概要
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委員御指摘概要

＜③地域公共交通バリアフリー化調査等事業＞

○ 杖を使用されている方は歩行の問題だけでは
なく、杖を置く場所があるかどうかも課題の一つ
となっている。杖を落としてしまうと自力で拾うこ
とができない方もいるので、仮の杖置き場を設置
するなどの検討が必要。

〇 高齢者・障害者だけではなく、子育て家庭に
とってのバリア解消の考慮も必要。

〇 雪が積もった際のバリアについて、障害者・高
齢者・妊婦以外の通常の人でも雪が降ると駅の
アクセスがしづらくなるので、駅のロータリーの融
雪・無積雪化について検証していくことが必要。

〇 駅前に送迎車両が来ることが障害者の方にも
使いやすいし大事。小千谷駅の構造だとバス停
が非常に良い位置にあるが、普段の時期から駅
舎側通路にしっかりと寄せて止めることができな
い構造なのではないか。通常の交通機能も含め
て駅前広場の交通の処理をどうするかを考えて
いくことが重要。

〇まち歩き点検で出た主な意見
・歩道から車道にかけての勾配がきつい
・グレーチングの目が粗く車いすの前輪が引っかかる
・舗装材の劣化、点字ブロックの劣化
・駅スロープの傾斜がきつい
・駅トイレの出入口の有効幅が狭い
・駅トイレ方面への誘導がない
・駅ロータリーへの歩道の傾斜が大きい（約8％）
・歩道端部に雨水流入防止の段差がある（5～6cm）
・駅駐車場の車いす利用者スペースから駅舎まで遠い 等
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委員御指摘概要

＜新モビリティサービス推進事業（地域交通データ化推進事業）＞

○ ダイヤ変更時にGTFS-JPもGTFS-RTも生成し直す必要があり、継続的に保守委託が必要になる。ただ、導入する
ことにより事業者の窓口のお問い合わせ件数が減るので、事業者負担がどれだけ軽くなったかも一つのベンチマー
クとしてみていくことが必要。

○ 非常に便利なシステムになるが、各市町村で全て１から開発すると費用がかさむ。ダイヤが変わればデータ更新の
必要があるが、県の方で主導するなど広域で展開できれば、一括での保守委託ができ、スケールメリットも得られる。
広域での活用について検討していくことが重要。

〇 長岡駅の大手口案内所が4月になくなったが、あれだけの規模と乗り場のあるところで全く案内がなく、案内所に用
がある場合、反対の東口まで行く必要がある。デジタルサイネージの活用など、うまくフォローしていくことが必要。


